
―こぼれ話 各時代の歴史より―再 牛久 第四十四話発 見

新
四
国
八
十
八
箇か

所し
ょ

霊れ
い
じ
ょ
う
場
（
寺
院
） 

―
牛
久
沼
周
辺
―

霊
場（
寺
院
）を
模
倣
し
て
、
下し

も
う
さ総

国の
く
に相
馬
郡
東
端
の
高
須
村（
旧
藤

代
町
・
現
取
手
市
。
一
部
は
龍
ケ

崎
市
帰
属
）
の
飯
島
四
平
と
い
う

村
人
が
発
起
人
と
な
り
、
同
高
須

村
の
普
賢
院（
明
治
初
期
に
廃
寺

に
な
る
と
浄
じ
ょ
う
ど
し
ゅ
う

土
宗
高
徳
寺
に
移
さ

れ
る
）を
第
１
番
に
し
て
、相
馬
郡

（
の
ち
北
相
馬
郡
・
現
在
の
取
手

市
）内
と
、
常
陸
国
の
筑
波
・
河
内

（
の
ち
稲
敷
郡
・
現
在
の
龍
ケ
崎

市
・
牛
久
市
・
つ
く
ば
市〈
旧
茎
崎

町
〉）両
郡
内
に
、
そ
れ
ぞ
れ
篤
志

家
の
協
力
を
得
、
各
村
相
応
の
地

に
新
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場（
真

言
宗
以
外
の
寺
院
に
も
置
か
れ
た
。

位
置
は
概
ね
牛
久
沼
周
辺
）
を
指

定
し
、
そ
こ
に
大
師
堂
を
建
て
て

弘
法
大
師
尊
像（
石
像
）を
安
置
し

た
。
城
中
村
の
曹
洞
宗
稲
荷
山
得

月
院
に
第
53
番
が
置
か
れ
、
新
地

村
の
曹
洞
宗
福
寿
山
東
林
寺
に
は

第
54
番
が
置
か
れ
た
。

　
新
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場（
寺

院
）巡
拝
の
時
期
は
毎
年
春
彼
岸
後

か
ら
４
月
と
定
め
ら
れ
て
い
た
よ

う
だ
。
総
行
程
は
約
28
里（
約
１
１

牛
久
市
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化
財
保
護
審
議
委
員
　
栗 

原  

功
　

新
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場（
寺
院
）

（
牛
久
沼 

周
辺
の
高
須
弘
信
講
）

　
―
城
中
の
得
月
院
は
第
53
番
・

新
地
の
東
林
寺
は
第
54
番
―

　
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場（
寺
院
）

参
り
が
、
全
国
的
に
庶
民
の
間
に
、

し
か
も
集
団
で
の
参
拝
が
流は

や行
り

だ
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
中
期
（
※
）

と
い
わ
れ
て
い
る
。
※
徳
川
将
軍

が
第
５
代
綱
吉
よ
り
同
11
代
家い
え

斉な
り

ま
で
の
概
ね
１
７
０
０
～
１
８
０

０
年
の
間
を
さ
す
。

　
し
か
し
、
当
時
の
四
国
は
あ
ま

り
に
も
遠
路
で
、
遍へ

ん

ろ路
が
で
き
る

の
は
ご
く
一
部
の
人
び
と
に
か
ぎ

ら
れ
、
多
く
の
庶
民
は
果
た
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
全
国
各
地
に
四
国

八
十
八
箇
所
霊
場（
寺
院
）を
模も

ほ

う倣

し
て
大
小
様
々
な
遍
路
が
次
々
と

開
設
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
江
戸
時
代
の
後
期（
徳
川
第
11

代
将
軍
家
斉
治
世
下
）
に
あ
た
る

文
政
８
年（
１
８
２
５
年
）の
こ
と

で
あ
っ
た
。
弘
法
大
師
の
ご
利り

や

く益

を
得
よ
う
と
、
四
国
八
十
八
箇
所

四
国
八
十
八
箇
所
霊
場（
寺
院
） 

―
空
海（
弘
法
大
師
）が
開
い
た
―

　
空
海
は
平
安
時
代（
概
ね
７
９

４
～
１
１
９
０
年
）
初
期
の
高
僧

で
、
大だ
い
に
ち日
如に

ょ
ら
い来
を
本ほ

ん
ぞ
ん尊
と
す
る
真

言
宗
の
開
祖
で
あ
る
。空
海
は「
言

葉
は
真
実
、真
実
は
心
で
あ
る
」と

い
い
、
仏
の
真
実
の
言
葉
、
こ
れ

す
な
わ
ち「
真
し
ん
ご
ん
し
ゅ
う

言
宗
」と
い
う
名
を

つ
け
た
。
現
在
ブ
ー
ム
を
よ
ん
で

い
る
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場（
寺

院
）
巡
じ
ゅ
ん
れ
い

礼
も
、
空
海
が
開
い
た
霊

場（
寺
院
）巡
り
で
、
札ふ
だ
し
ょ所
は
ど
こ

も
大
師
堂
を
も
ち
弘
法
大
師
開
基

の
縁
起
が
あ
る
。
空
海
は
、
承じ
ょ
う
わ和

２
年（
８
３
５
年
）、
62
歳
で
入
に
ゅ
う
じ
ゃ
く寂

（
僧
尼
の
死
）す
る
が
、
86
年
後
に

第
60
代
醍だ

い

ご醐
天
皇
よ
り
弘こ

う

法ぼ
う

大だ

い

し師

号ご
う（
※
）
が
追つ

い

し諡（
死
後
の
贈
り
名
）

さ
れ
た
。
※
大
師
号
と
は
、
天
皇

の
命
令
に
よ
る「
生
前
の
徳
を
ほ

め
贈
る
称
号
」で
、在
世
が
平
安
時

代
の
伝
で
ん
ぎ
ょ
う教
大
師
最さ

い
ち
ょ
う
澄
、
弘
法
大
師

空
海
、
慈じ

覚か
く

大
師
円え

ん
に
ん仁

、
智ち

し
ょ
う証

大

師
円え
ん
ち
ん珍
は
大
師
号
を
追
諡
さ
れ
の

ち
に
四
大
師
と
称
さ
れ
て
い
る
。

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）に
及
び
、戦
前
は

徒
歩
で
約
１
か
月
間
、
戦
中
戦
後
は

往
復
自
転
車
を
利
用
し
て
15
日
間

を
要
し
た
。
こ
の
霊
場
巡
礼
ル
ー
ト

の
人
々
の
間
で
は「
春
は
お
遍
路
さ

ん
の
鈴
の
音
が
は
こ
ん
で
く
る
」と

い
わ
れ
た
。
遍
路
た
ち
は
、
各
霊
場

や
篤
志
家
の
家
で
、
御
神
酒
、
お
に

ぎ
り
、
煮
物
、
茶
菓
子
な
ど
の
接
待

を
う
け
た
。
新
四
国
八
十
八
箇
所
霊

場（
寺
院
）巡
礼
は
巡
拝
総
本
部
の

役
割
を
に
な
っ
た
高
徳
寺
が
無
住

に
な
り
、
ま
た
交
通
事
情
が
危
険
な

状
態
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
昭
和
40

年（
１
９
６
５
年
）に
一
時
中
止
さ
れ

た
が
そ
の
後
自
然
に
廃
れ
て
い
っ
た
。

新四国八十八箇所霊場（高須弘信講巡拝順略図）

◆城中町の得月院は53番

◆新地町の東林寺は54番
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